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甲府城跡が国史跡に

皆
川
い
わ
お
県
議
が
提
唱
し
て
き
た
「
甲
府
城
の
整
備
事
業
」
が
、
さ
ら
に
、
進
展
し
て
い
く
。
十
一
月
、
国
の
文
化
審
議
会
が
「
甲
府
城
跡
」
を

国
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
。
今
後
、
観
光
立
県
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
保
存
、
活
用
、
整
備
を
し
て
い
く
か
に
、
期
待
が
高
ま
る
。

甲
府
城
跡
が
国
史
跡
に

認
め
ら
れ
た
文
化
価
値

自
然
石
を
そ
の
ま
ま
使
用

貴
重
な
「
野
面
積
み
石
垣
」

国
史
跡
化
の
メ
リ
ッ
ト

ふ
る
さ
と
山
梨
の
誇
り

天
守
閣
の
復
元
整
備

県
民
十
万
人
の
署
名

　
皆
川
い
わ
お
県
議
は
、
長
年
に

わ
た
り
天
守
閣
の
復
元
整
備
を
訴

え
、
十
万
人
を
こ
え
る
署
名
と
と

も
に
、
県
に
要
請
を
し
て
き
た
。

　
国
で
は
、
天
守
閣
の
復
元
の
あ

り
方
等
に
関
す
る
検
討
を
は
じ
め

た
。
県
は
こ
れ
ま
で
、
県
指
定
史

跡
に
お
け
る
歴
史
的
建
造
物
の
復

元
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
財

の
本
質
的
な
価
値
を
次
代
に
継
承

し
て
い
け
る
よ
う
、
史
実
に
基
づ

き
実
施
し
て
い
る
。

　
天
守
閣
の
復
元
に
つ
い
て
も
、

そ
の
整
備
根
拠
と
な
る
歴
史
的
資

料
を
収
集
す
べ
く
、
今
後
も
調
査

を
継
続
す
る
な
か
で
、
復
元
整
備

を
す
る
に
値
す
る
資
料
が
整
え
ば
、

天
守
閣
復
元
へ
向
け
て

可
能
性
を
ひ
ら
く

　
甲
府
城
跡
の
魅
力
の
向
上
は
、

国
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
検

討
状
況
や
、
結
果
を
含
め
、
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
図
ら
れ

て
い
く
。

　
ま
た
、
国
史
跡
化
し
た
場
合
「
天

守
閣
の
復
元
は
ど
う
な
る
の
か
」

「
県
史
跡
の
場
合
と
比
較
し
て
、

復
元
の
可
能
性
が
低
く
な
る
の
か
」

と
い
う
問
題
に
、
県
は
国
史
跡
化

に
よ
っ
て
、
天
守
閣
の
復
元
が
で

き
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
、
指

定
の
有
無
に
よ
っ
て
特
段
の
差
異

は
生
じ
な
い
、
天
守
閣
復
元
の
可

能
性
が
低
く
な
る
も
の
で
も
な
い

と
、
判
断
を
示
し
た
。

　
皆
川
い
わ
お
県
議
は
、
す
で
に

六
月
定
例
県
議
会
で
「
天
守
閣
整

備
に
、
知
事
の
決
断
を
」
と
、
代

表
質
問
を
し
た
。

皆
川
い
わ
お
県
議

国
史
跡
に
な
る
甲
府
城
跡

郷
土
の
歴
史
・
文
化
の
誇
り
だ

築
城
期
の
石
垣
が
残
る
天
守
閣

自
然
石
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た

「
野
面
（
の
づ
ら
）
積
み
石
垣
」
は
貴
重

愛
宕
山
の
山
裾
、
築
城
に
と
も
な
う

「
石
切
場
」
岩
に
矢
穴
を
彫
り
鉄
の

ク
サ
ビ
を
打
ち
込
ん
で
割
る

　
国
の
文
化
審
議
会
は
甲
府
城
跡

を
国
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う
答
申

し
た
。

　
皆
川
い
わ
お
県
議
は
こ
れ
ま
で

「
甲
府
城
を
観
光
山
梨
の
拠
点
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
周
辺
整
備
を

提
唱
し
て
き
た
が
「
文
化
・
歴
史

的
評
価
を
得
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

県
民
が
郷
土
に
誇
り
を
も
つ
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
観

光
立
県
や
ま
な
し
の
、
価
値
と
魅

力
を
高
め
た
い
」
と
展
望
す
る
。

　
現
在
、
甲
府
城
周
辺
は
、
甲
府

駅
南
口
広
場
、
県
庁
の
オ
ー
プ
ン

化
、
甲
府
城
南
側
お
堀
沿
い
エ
リ

ア
、
中
心
街
と
結
ぶ
散
策
路
な
ど
、

歩
行
者
回
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
「
交
流
を
広
げ
、

賑
わ
い
を
生
み
出
し
た
い
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
近
い
」
と
い
う
の
が
皆
川
い

わ
お
県
議
の
構
想
だ
。
今
度
の
国

史
跡
指
定
の
答
申
で
、
さ
ら
に
、

注
目
さ
れ
る
。

　
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
は
、
幕
府

直
轄
と
な
り
、
城
番
制
の
時
期
を

経
て
、
徳
川
綱
重
（
つ
な
し
げ
）

・
綱
豊
（
つ
な
と
よ
）
後
の
江
戸

　
甲
府
城
は
国
史
跡
化
に
よ
り
、

今
後
、
国
の
制
度
の
も
と
、
文
化

財
の
適
切
な
保
存
と
管
理
が
確
実

と
な
り
、
次
世
代
に
継
承
さ
れ
て

い
く
。

　
国
史
跡
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は

多
く
、
調
査
費
、
復
元
整
備
、
活

用
事
業
に
要
す
る
経
費
に
は
「
国

庫
補
助
金
」
が
交
付
さ
れ
る
。
ま

た
、
保
存
活
用
計
画
・
活
用
事
業

の
地
方
負
担
に
は
「
特
別
交
付
税
」

の
措
置
が
あ
る
。

　
甲
府
城
跡
は
、
一
条
小
山
と
呼

ば
れ
る
丘
陵
に
築
か
れ
た
近
世
の

平
山
城
跡
。
甲
斐
は
天
正
一
八
年

（
一
五
九
○
）
豊
臣
方
の
支
配
地

と
な
り
、
関
東
の
徳
川
氏
へ
の
抑

え
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
浅
野
長

政
（
な
が
ま
さ
）
・
幸
長
（
よ
し

な
が
）
親
子
に
よ
っ
て
、
本
格
的

な
甲
府
城
造
営
が
進
め
ら
れ
た
。

慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
頃
ま
で

に
完
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

幕
府
六
代
将
軍
家
宣
（
い
え
の
ぶ
）

が
藩
主
と
な
っ
た
。 

  

そ
の
後
、
柳
沢
吉
保
（
よ
し
や

す
）
が
甲
府
藩
主
と
な
り
、
大
規

模
な
城
の
改
修
が
行
な
わ
れ
た
。

柳
沢
氏
の
移
封
後
は
、
再
び
幕
府

直
轄
地
と
な
り
、
甲
府
勤
番
支
配

が
管
理
し
、
幕
末
に
至
っ
た
。

　
近
世
城
郭
と
し
て
は
国
内
最
初

期
の
城
で
、
自
然
石
を
そ
の
ま
ま

使
用
し
た
「
野
面
（
の
づ
ら
）
積

み
石
垣
」
が
天
守
台
を
中
心
に
遺

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
箔
の
鯱

瓦
（
し
ゃ
ち
が
わ
ら
）
や
鬼
瓦
を

含
む
多
数
の
遺
物
が
出
土
し
て
い

る
。

　
甲
府
城
跡
は
、
我
が
国
近
世
の

政
治
・
軍
事
の
歴
史
を
知
る
上
で

貴
重
だ
。

天
守
閣
の
復
元
整
備
も
不
可
能
で

は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
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ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
税

政
策
提
言
案
作
成
委
員
会

県民生活の安定、質の向上を
皆川いわお県議　主な委員会・県内外調査報告

水
資
源
の
保
全
・
維
持

政
策
提
言
を
検
討

農
産
物
の
開
発
を
調
査

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

議
会
運
営
委
員
会

　

福
岡
県
議
会
と
山
口
県
議
会
を

訪
問
し
、
政
策
条
例
の
制
定
や
政

策
提
言
の
状
況
、
ま
た
、
議
会
の

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
つ
い

て
調
査
し
た
。
今
後
の
議
会
運
営

に
活
か
さ
れ
て
い
く
。

　

ま
た
、
就
労
の
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
障
害
者
に
、
働
き
や
す
い
職

場
を
提
供
し
て
い
る
サ
ン
ア
ク
ア

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社
（
福
岡
県
北

九
州
）
を
視
察
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
製
薬
株
式
会
社

岩
国
研
究
所
（
山
口
県
岩
国
市
）

で
は
、
新
た
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
農
産
物
の
開
発
を
調
査
し

た
。

伊
予
銀
行
の
取
り
組
み

電
子
地
域
通
貨
の
実
証
実
験

　

伊
予
銀
行
（
愛
媛
県
）
が
、
地

域
経
済
活
性
化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
目
的
に
、
電
子
地
域
通
貨
を
目

指
し
、
実
証
実
験
を
開
始
し
た
。

　

電
子
通
貨
は
法
定
通
貨
を
単
純

に
電
子
化
し
た
も
の
で
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
な
支
払
い
手
段
と
な
り
、

ポ
イ
ン
ト
の
付
与
の
多
様
化
な
ど
、

ユ
ー
ザ
ー
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
さ

れ
る
。

林
業
を
担
う
人
材
育
成

県
立
林
業
大
学
の
開
校
も

　

高
知
県
は
森
林
率
が
日
本
一
の

県
。
大
型
製
材
工
場
や
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
な
ど
の
整
備
が

進
み
、
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
も
全

国
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
方
で
、
高
知
県
立
林
業
大
学

を
開
校
し
、
ま
た
、
林
業
の
担
い

手
の
確
保
、
育
成
を
目
的
に
、
林

業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
を

充
実
さ
せ
て
い
る
。

山
梨
県
文
化
芸
術

基
本
条
例
の
制
定

共
生
社
会
実
現
の
決
議

提
案
理
由
を
説
明

　

皆
川
い
わ
お
県
議
は
十
二
月
議

会
で
「
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

す
決
議
」
に
つ
い
て
、
提
出
者
を

代
表
し
、
提
案
理
由
を
説
明
し
た
。

　

障
害
者
基
本
法
で
は
、
障
害
の

あ
る
、
な
し
に
係
ら
ず
共
生
す
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

し
か
し
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い

て
、
障
害
者
雇
用
等
の
算
定
が
不

適
切
な
方
法
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
姿

勢
を
明
確
に
示
し
つ
つ
、
障
害
お

よ
び
障
害
者
に
対
す
る
理
解
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
、
行
政
、
議
会
等

が
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活

用
し
て
、
啓
発
等
の
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

災
害
時
の
行
動
を
学
ぶ

地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
消
火
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
備
え
た
施
設
。

各
種
災
害
の
疑
似
体
験
を
通
し
て
、

防
火
・
防
災
に
関
す
る
知
識
や
、

災
害
時
の
行
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、
暴
風
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
新
設
し
た
。

高
知
県
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

移
住
者
四
年
間
で
六
倍
に

　

高
知
県
移
住
促
進
・
人
材
確
保

セ
ン
タ
ー
は
、
県
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
・
総
合
計
画
」
に
よ

り
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
を
目

指
す
。
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
や
人
材
確

保
の
促
進
に
向
け
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
と
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
す

る
。

　

県
外
か
ら
の
移
住
者
は
、
四
年

間
で
六
倍
に
増
加
し
た
。
移
住
者

一
、
○
○
○
組
を
目
標
と
す
る
。

　

山
梨
県
文
化
芸
術
基
本
条
例
は
、

年
齢
や
障
害
の
有
無
等
に
か
か
わ

ら
ず
、
ひ
と
し
く
文
化
芸
術
に
親

し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
文
化
芸
術
を
通
じ
た
地
域
活

力
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
理

念
と
す
る
。

　

今
後
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
関

す
る
基
本
計
画
を
策
定
し
、
新
た

に
十
一
月
を
文
化
芸
術
推
進
月
間

と
し
、
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会

の
創
出
が
図
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
総
務
委
員
会
は
、
消
防

防
災
航
空
隊
（
甲
斐
市
）
へ
の
調

査
な
ど
を
行
な
っ
た
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

「
子
ど
も
食
堂
」

立
感
や
負
担
を
軽
減
し
た
い
、
栄

養
の
あ
る
食
事
を
と
、
運
営
さ
れ

て
い
る
。
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
・
企
業

か
ら
の
寄
付
や
、
県
費
を
財
源
に
、

基
金
も
創
設
し
て
い
る
。

官
民
連
携
で
協
会
設
立

自
転
車
新
文
化
の
推
進

　

愛
媛
県
自
転
車
新
文
化
推
進
協

会
は
、
官
民
連
携
の
「
オ
ー
ル
愛

媛
」
で
設
立
さ
れ
、
自
転
車
を
通

じ
て
健
康
、
生
き
が
い
、
友
情
を

育
む
「
自
転
車
新
文
化
」
を
普
及

す
る
。

　

ま
た
「
愛
媛
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

日
」
で
は
、
県
内
一
斉
に
自
転
車

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
推
進
基

金
も
設
け
、
環
境
の
拡
充
を
図
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
活
性
化

に
役
立
て
て
い
る
。

内
外
の
人
々
が
集
い

愛
媛
か
ら
世
界
へ

競
技
力
を
高
め
た
い

先
進
の
施
設
を
調
査

　

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
税
導
入

に
関
す
る
政
策
提
言
案
作
成
委
員

会
（
皆
川
い
わ
お
委
員
長
）
は
、

税
導
入
に
係
る
知
事
へ
の
政
策
提

言
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
識
者

を
迎
え
て
の
講
義
も
開
催
し
て
い

る
。

　

本
県
の
水
資
源
で
あ
る
地
下
水

の
保
全
、
維
持
が
課
題
の
ひ
と
つ
。

地
下
水
位
が
、
長
期
的
に
は
減
少

の
懸
念
も
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
県
議
会
議
員
連
盟

研
究
委
員
会

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
県
議
会
議
員
連

盟
研
究
委
員
会
（
皆
川
い
わ
お
委

員
長
）
は
、
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
東
京

都
北
区
）
を
調
査
し
た
。

　

本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
向
上

が
課
題
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
と
身
体
の
三
原
則
「
ト
レ
ー

　

愛
媛
グ
ロ
ー
カ
ル
・
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
未
来
を

切
り
拓
こ
う
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
溢
れ
る
内
外
の
人
々
が
集
い
、

愛
媛
か
ら
世
界
に
通
用
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
を
は
じ
め
よ
う
と
い
う
試
み
。

　

東
京
に
「
創
業
ク
リ
エ
ー
タ
ー
」

県
外
調
査
・
福
岡
県
議
会
で
の

皆
川
い
わ
お
県
議

総
務
委
員
会

十
二
月
議
会

ニ
ン
グ
」
「
栄
養
」
「
休
養
」
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

施
設
の
見
学
を
し
た
。

　

札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、

　

高
知
県
の
「
子
ど
も
食
堂
」
は
、

孤
食
を
防
ぎ
、
子
ど
も
と
親
の
居

場
所
を
作
り
た
い
、
保
護
者
の
孤

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
力
向
上
の
た
め

の
調
査

屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
税
導
入
に
関
す
る

政
策
提
言
案
作
成
の
た
め
の
委
員
会

（
皆
川
い
わ
お
委
員
長
）

を
配
置
し
、
愛
媛
県
で
の
創
業
を

検
討
中
の
人
び
と
の
創
業
実
現
を

支
援
す
る
。
ま
た
、
県
が
抱
え
る

「
地
域
課
題
」
を
、
全
国
に
誇
る

「
地
域
資
源
」
に
よ
っ
て
解
決
す

る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募

集
す
る
。

札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
を
県
外
調
査

す
る
皆
川
い
わ
お
県
議

各
種
災
害
の
疑
似
体
験
が
で
き
る


